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研究成果の概要（和文）：小学校高学年と中学校1年生で使用可能な、論理的な文章表現指導のための重要な学習活動(
メタ認知方略尺度)を明らかにし、その尺度をもとに文章表現指導プログラムを開発した。プログラムは、指導過程、
指導方法(基本的な学習活動、対話、自己評価)、教材で構成された。教材は、地域や学校の特徴を反映させた内容にす
ることも可能であった。実践を通して検証した結果、主題と構成に効果が見られ、社会や生活、自己に対するものの見
方の変容が促された。また、記述の指導を補うべきことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The important learning activity or “the metacognitive strategy scale” formed 
the basis for logical writing expressions to be used at upper grades of elementary school and by junior 
high school first grade. A guidance program package was developed to include a training process, 
educational method (i.e., basic learning activities, dialogue, and self-evaluation), and teaching 
materials. This program was based on the metacognitive strategy scale. It was possible to make the 
teaching materials to reflect the feature of the area and school. After a thorough practice, the effects 
of the guidance program included improvement of subject and organization, and changes in relation to 
society, school life, and one’s self. One important suggestion was to add a guidance of description.

研究分野： 社会科学・教育学・教科教育学
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)文章の理解にもとづいた、論理的に表現す
る基礎的な力の育成 
従来国語科では、説明する書く活動が、読

みの活動と関連づけて十分に検討されてき
たとは言い難い。また、意見文や批評文等の
より高度な文章表現の基礎指導は小学校高
学年から本格的に始まるが、そこで求められ
る力を、学校種を越えて、学習活動レベルで
把握する必要がある。 

 
(2)文章表現研究における、学習科学の実践的、
実証的な研究の要請 
中央教育審議会(2012)は、理論と実践の架

橋となる研究を求め、学校現場の実践や学習
成果につながる学習科学等の実証的な研究
が必要であるとした。しかし従来国語科では、
記述的、質的な研究が多く、実践での学習者
の変容過程を実証的に明らかにする研究は
一般的ではない。 
井口(2011)は、国語科の論理的な文章表現

指導の領域で学習科学の方法を先駆的に取
り入れ、重要な学習活動を構造的に整理した。
また、それを用いた指導過程と指導方法を提
案したが、それらの有効性を検証するにとど
まった。その研究内容と方法を発展させ、多
様な地域や学校に対応可能な、汎用的な指導
プログラムを作成する必要がある。 
 
２．研究の目的 
国語科教育の論理的な文章表現指導の領

域で、説明する力を育成する小・中接続型の
指導プログラムを、学習科学の方法を用いて、
実践的、実証的に開発することを目的とした。 
現行学習指導要領「書くこと」の中学 2・3

年では、意見文や批評文など、より高度な、
論理的な文章表現力が要請された。本指導プ
ログラムはその基礎的な力を育成するもの
であり、小学校高学年と中学 1 年を対象とし
た。 

 
３．研究の方法 
 
(1)重要な学習活動としてのメタ認知方略の
抽出 
 現行の小学校高学年と中学校 1年の教科書
教材を分析して質問紙を作成し、調査を通し
て重要な学習活動(メタ認知方略尺度)を抽出
する。並行して、小学校高学年と中学校 1 年
の「読むこと」「書くこと」の学習指導要領
尺度を作成する。井口(2011)の作文に関する
自己効力感尺度と内発的価値尺度、作文不安
尺度、学習指導要領尺度と、メタ認知方略尺
度との関係を調査を通して検討し、メタ認知
方略尺度の教育的妥当性を明らかにする。 
 
(2)指導プログラムの作成 
 メタ認知方略尺度の学習活動を指導する
指導プログラムを作成し、実践を通して指導

の効果を検証する。教材は現行の教科書教材
を用いる。 
 
(3)実践プログラムの作成 
 地域や学校の特徴に、指導プログラムを柔
軟に対応させた実践プログラムを作成する。
実践を通して指導の効果を検証し、指導プロ
グラムの汎用性を明らかにする。実践プログ
ラムは、作成した複数の地域教材を含む。過
疎地域の小中学校で、実践者と共同で作成す
る。 
 
４．研究成果 
(1)重要な学習活動(メタ認知方略尺度) 
探索的因子分析の結果、メタ認知方略尺度

は、「情報収集・整理」「情報構成」「伝達・
説得」の 3因子・11 種類の学習活動で構成さ
れた。尺度は、教育的妥当性を有しており、
取材、構成、記述の各段階での指導に対応し、
学習指導要領の内容を達成するための下位
学習活動であることが明らかになった。 
尺度は、情報収集と整理の活動を通して、

ものの見方の変容を促し、新たに獲得したも
のの見方を中心にして情報を構成させるも
のであった。また、「読むこと」の指導内容
にも対応するものであった。 
 
(2)開発した指導プログラム 
メタ認知方略尺度をもとに設定した指導

過程、指導方法（基本的な学習活動とそれを
促す対話、自己評価）と教材を組み込んでパ
ッケージ化したものであった。 
 それは、近年要請されている「二十一世紀
型能力」の「基礎力」(言語能力)、「思考力」
(メタ認知)、「実践力」(社会参画)を同時に
育成する方法を、国語科の「書くこと」の領
域で提案するものでもある。 
 
①指導過程 
取材、構成の各段階に、推敲と交流をそれ

ぞれ含めた。記述前に必要に応じて作業を修
正できる、再帰的なものであった。 
②指導方法(基本的な学習活動、対話、自己
評価) 
情報を得るためのはたらきかける活動と

して、メタ認知方略とその基本的な学習活動
を設定した。対話を通して基本的な学習活動
に取り組みやすいようにし、メタ認知方略が
導かれるようにした。毎時の終了時に、はた
らきかける活動を振り返り自己評価させた。 
③教材 
教材を、はたらきかける対象と、はたらき

かける活動とで構成した。はたらきかける対
象は、読みの教材と作成過程で用いるメモで
あった。いずれも断片的な表現で構成され、
書かれていない情報相互の関係や、情報と自
身との関係を考えさせるものであった。また、
構成段階では、不十分なメモを修正させるも
のであった。 
④成果と課題 



 本指導プログラムでは、主題の把握と論理
的な一貫性づくりに効果が得られ、社会や生
活、自己に対するものの見方の変容が促され
た。また、記述の取り立て指導を補うべきこ
とが示唆された。 
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研究成果の概要(和文):  
小学校高学年と中学校 1 年生で使用可能な、
論理的な文章表現指導のための重要な学習
活動(メタ認知方略尺度)を明らかにし、その
尺度をもとに文章表現指導プログラムを開
発した。プログラムは、指導過程、指導方法
(基本的な学習活動、対話、自己評価)、教材
で構成された。教材は、地域や学校の特徴を
反映させた内容にすることも可能であった。
実践を通して検証した結果、主題と構成に効
果が見られ、社会や生活、自己に対するもの
の見方の変容が促された。また、記述の指導
を補うべきことが示唆された。 
 
研究成果の概要(英文): 
The important learning activity or “the 
metacognitive strategy scale” formed the 
basis for logical writing expressions to 
be used at upper grades of elementary 
school and by   junior high school first 
grade. A guidance program package was 
developed to include a training process, 
educational method (i.e., basic learning 
activities, dialogue, and 
self-evaluation), and teaching materials. 
This program was based on the 
metacognitive strategy scale. It was 
possible to make the teaching materials to 
reflect the feature of the area and school. 
After a thorough practice, the effects of 
the guidance program included improvement 
of subject and organization, and changes 
in relation to society, school life, and 
one’s self. One important suggestion was 
to add a guidance of description. 
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